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祭
」
や

、
■
の
最

治
量
」
の
作
油
で

知
ら
れ
る
南
た
が

東
京
音
楽
学
ま
で

は
確
廉
太
郎
の
■

継
者
と
し
て
将
来

を
嘱
椰
百
れ
亀
で
ヽ

二
十

一
載
で
安
〓

助
秩
摂
を
辞
し
て

ヽ
関
東
大
鶴
人
や

輩

規

染

焼
夫
し
た
こ

と
も

あ
っ
て
　
●
とヽ

〓

，
た
贅
れ
は
ほ
と

ん
ど
強
さ
れ
て
い

な
い
　
●
一手
録
き

ん
は
着
摘
す
る

事
業
量
　
和
歌
山

師
範
の
教
論

と
し

て
「
め
て
男
女
＾

と
〓
〓
逮
雪
晏
贅
晨

イ
ベ
ン
ト
で
歌
お
う
横
浜
市
歌

梼

浜
市
散

の
量

生
一百
周
年

を
記
な

し
て
横
浜
市

て
は
　

今
年
案

絶
さ

″

る
０
重

０
配
意

事
実

な
ど

で
に
欧

を
設

う
畷
螢

を

つ
く

っ
て
ｔ

ら

い
　

一ロ

款

に
親
し

ん

で
も

ら
・う

と

０
も

に
　
工
一
●
世
代

の
ア

´
ン
フ

て
新

し

い

市

散

バ
ー
プ

ョ
ン
が
生
一ま
れ
て

く
る

こ
と
な
ど

も
期
“

し
て

い
る

四
万
二

■
〓
日

に
一実

滝
さ
れ

た
検

浜

ベ
イ

ス
タ

ー
ズ
習
増
■

念
試
合

て

は

　

試
合

前

■

横

，ま
ゅ

が

，

の
タ

レ

ン
ト

を
交

え

て
市

ａ

が

斉
嘔

さ

れ

た
　

ま
た
　
沫

来

＾

ｏ
ま
ぐ
検

屁
市

歌

の
会

を
Ｌ
し

め
　

“

民
グ

ル

ー
プ

等

に
よ

る
活
斬

ヽ
“

き
だ
し

て

い
る
　
九

●
ご

ろ
に
，
け

て
市
歌

が
散

わ

れ

る
イ

ベ
ン

、
も
つ
し

ろ
押

し
て
　

市
は

「
´

ベ

ン
ト

ヘ
の
参

加
を
通

し

て
ヽ
訳

に
長

一
ん

で

一
と
呼
び

ヽ
け

ｒ
い
る

▼
５
月

ｍ
日
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０
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―

日

　

市
欣

１
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０
周
年

を
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う

，
シ
■

　

●

（槻
浩

記

念
会

館
）

ア
〓

ヽ
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●
　
Ｙ

ｌ
６

０
会
尋

で

つ
市
驚

イ

ベ
ン
ト

＾
卜
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モ

『
一　

■
　

タ
ー
一
一ヽ

）
　

　

ヽ

舎
唱

（〓
ヽ
初
の
混
ド
ム
一
唱
）
を
指
導
し

た
〓
●
な
と
が
認
め
ら
れ
　
母
校
つ
助
教

授
に
迎
え
〓
れ
た
よ
う
だ

「し
月
加
―

（コ
）
諄
一浜
市
長
三
橋
信

万
″
代
人
来
て
市
厳
を
Ｆ
ち
ん
こ
と
を
請

う

一　
鰻
ヽ
日
■
に
よ
一
●
■
　
鴎
外
は

「由
に
合
わ
せ
て
埼
を
（書
き
た
い
ヽ
と
生

文
を
つ
け
た
　
追
●

　́
一
６
月
６
言

（Ｅ
）

南
　
〓皇
ネ
字
■
よ
，
電
露
一に
一●
テ
を
相
く

後
き
て
薇
チ
青
驚
●
膳
を
見
て
菫
ら
に
壇

詞
す
一　
●
書
き
じ
る
し
て
い
る

，
欧
に
限
ら
ず
　
柱
最
　
校
歌
　
案
餃

●
当
時
　
盛
ん
に
Ｆ
一ら
れ
た
背
景
に
は

異
Ｌ
の
感
●
下
　
人
々
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意
識
を
楽
援
す

る
意
図
が
ら
●
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一　
悽

凛̈
貿
易
新
婦
は

一国
に
輿
函
”
歌
を
要
，

と
七
ば
　
市
に

も
興
市
の
歌
な
ヽ
る
ヽ
が
ら
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楔
浜
開

港
以
来
〓
■
〓
い
隷
月

■
に
起
れ
る
商
業

い
整
豪
　
そ
の
に
の
出
来
〓
を
資
料

こ
し

て
市
０
今
日
に
至
れ
る
苺
選
を
叡
述
し

載
い
は
市
の
地
位
を
話
い
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略
）
市
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運
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か
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所
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手
般
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せ
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個
の
市
歌
を
終
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を
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ら
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〓
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日
一Ｐ
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論
）
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緊
し
た

こ
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し
て
横
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市
嵌
は
　
旧
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で
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七
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率
魚
一竃
湾
軍
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楽
隊
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↑
奏
ｔ
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一
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こ
な
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開
港
記
念
ま
真
当
Ｅ
に
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養
」
の
市
章

こ
と
も
に
公
表
さ
れ
た
　
臨

外
も
参
列
す
る
な
か
　
東
京
音
楽
奎
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師

範
■
を
出
た
ば
か
，
の
者
野
Ｅ
之
耽
の
指
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全

市

う
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苺

表

さ

れ

た

小
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生
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百

人

に

よ

●
て
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に

歌

わ

れ
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０
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■
ほ
彗
〓
舟
う
も
´
舟
　
卜
る
理
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見
よ
や
　
果
て
な
く
栄
え
て
行
く
ら
ん
み

代
を
　
飾
る
宝
し
入
り
く
る
海

『詢
ヽ
詢
も
芸
術
的
一
と
　
小
議
さ
ん

き
　
〓
塚
さ

ん
も
高
く
評
価
す
る
横
浜
市

歌
だ
が
　
汚
民
に
憂
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
に
は
　
原
Ｌ
を

一
都
手
直
し

一
　
歌
い

や
す
く
し
た
こ

こ
が
挙
げ
ら
れ
る

飛
島
鶴
市
長
の
Ｆ
●
り
で

、市
漱
薔
及

専
ｒ
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
　
市
教
育
委

員
も
務
め
た
古
楽
棄
の
生
藤
美
子
さ
ん
や

い
船
氏
ら
が
メ
ン
バ
ー
と
な
―
　
接
計
を

重
ね
た
　
結
果
は
　
「楽
由
と
し
て
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よ

く
ま

こ
ま
っ
て
お
‘
　
れ
鶴
上
問
題
点
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に
な
い
，
菫
いわ
れ
る
一
も
の
う
　
『債

な
が
先
に
た
自
さ
れ
　
そ
れ
に
調
を
つ
け

る
と
い
う
４
由

上
そ
の
二
順
を
逆
に
し

か
つ
掟
筆
が
非
常
に
器
楽
的
な
た
め
に
歌

唱
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難
し
く
　
¨
¨
り
や
す
●
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あ
る
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し
　
あ
く
ま
で
原
由
を
単
題
し
つ
つ

一
部
補
蔭
を
加
え
る
こ
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濶
子
を
一下
げ
て

転^
輌
）

大
人
で
も
競
い
＾
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Ｆ
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さ
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史
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一
さ
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が
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磯

理

事

長

も

格

ら
し

て

ま

●
め
た

労

作

だ

憫

響

の

創

設

著

　

小

始

幸

Ａ

郎
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０
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念
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０

０

ヽ
年

に

一
〇

民

の

オ

■

リ

ン
　

■

静
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版
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一
雄
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長

０
当
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請

わ

れ

て
市

欧

の

改

訂

■

葉

に

携

わ

っ
た

小
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氏

と

の
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で
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一
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し
た
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つ
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後
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た
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め
　
横
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新
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神^
奈
―――
新
関
●
前
身
）
な
ど
些

時
●
新
聞
　
賣
た
市
　
市
鉄
委
　
学
校
な

ど
が
発
行
し
た
出
版
旬
に
も
輌
広
く
日
を

邁
し
　
横
浜
市
歌
が

、と
の
よ
う
な
人
た

ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
　
演
苺
さ
れ
　
，
及

し
て
い
´
た
が
ヽ
を
詳
細
に
畑
う
違
こ
し

て
い
る

横
響
は
こ
の
冊
子
を

「市
異
の
オ
ル
ガ

ン
」
の
補
完
と

レ
　
魔
継
百
五

，
日
年
を

記
念
し
て
大
Ｆ
二
十

一
Ｅ

（Ｅ
）
午
後
〓

時
一躍
藻
で
県
ｉ
音
楽
壁
一
一
”
区
Ｊ
案
ケ
丘
ヽ

を
会
場
に
“
催
す
る
定
期
ｎ
奏
会
の
席
上

高
歌
は
制
定
当
時
Ｃ
原
直
●
ま
ま
赤
い
靴

一ン
ュ
ニ
ア
●
　
・，
ス
　
電
浜
少
年
少
女
合

曝
匡

０
●
斉
唱
な
ど
で
■
現
す
る
と
と
も

¨ヽ
　
冊
子
は
印
刷
場
に
し
て
配
お
す
る
こ

と
に
し
て
い
る０

　
　
　
　
　
●

を
れ
に
よ
る
こ
　
市
欧
は
　
当
時
の
市

長
　
三
禰
信
万
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語
増
五

一
日
午
掘
念
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ｔ
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議
な
か
る
ヽ
●
ら
す
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で
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と
い
わ
れ
た
『
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に
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詞
一″爵
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作
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東
憂
普
条
学
校
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斎
芸
術
大
学
の
前
身
）
に
依
頼
し
た
　
０

校
は
　
円
校
出
身
者
て
，
つ
前
年
　
一
〓

七
歳
て
動
教
萩
と
な
，
　
小
Ｌ
唱
歌
鶴
薬

委
員
　
作
歯
委
員
で
も
あ

っ
た
者
き
南
能

衡
を
年
五
者
に
指
名
し
た
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